




同仁会と近代日中関係 ―― 人道主義と侵略の交錯 
Dojinkai and Modern Sino-Japanese Relations: 













Abstract: Dojinkai, a Japanese medical association founded in 1902, aimed to 
promote medical science in modern China, believing that their activities were based 
on humanitarian, transnational, and universal values. But the because of them, 
Dojinkai was expected to assume a diplomatic role; to alleviate political tensions 
between China and Japan. This paper tries to depict Dojinkai’s struggle for these 
contradictory goals, its self-image, and criticism from China, thus, to shed lights on 
unseeable linkage between humanitarianism and invasion, and an aspect of Modern 
Japan’s attitude toward China. 
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中国人学生は一気に増加し、明治 38（1905）年頃には官費・私費留学生合わせて 8,000 人
以上を数えるに至った。1 この日本留学ブームともいえる時期を、レイノルズ(Ronald 




































1.1 同仁会の概要  
同仁会の設立経緯や活動の詳細は先行研究に譲り、ここでは概要を示すにとどめる。明









年）までに、医師や看護婦、助産師計 123 名を中国及び朝鮮に派遣した。 
中国や朝鮮では病院を設置した。例えば明治 40(1907)年 2 月には内科、外科、眼科、産


















次に、同仁会に託された役割を検討する。例として、明治 39（1906）年 11 月 11 日の同
仁会第二回大会における第 2 代会長大隈重信(1838-1922 年)の演説内容を取り上げ、その一
節から問題点を剔出したい。 
























































































そこで大正 3（1914）年、第 31 回帝国議会に「支那に於ける同仁会事業に関する建議案」





















































3.1 対華 21 ヶ条要求と反日・排日貨運動 
大正 3 年の建議案委員会では、同仁会に対する政府は冷淡であった。しかし、この態度
は、大正 4（1915）年の対華 21 ヵ条要求によって一変する。 
5 月 9 日、中華民国総統袁世凱（1859－1916 年）は日本の最後通牒を受諾した。しかし、
日本の高圧態度と過酷な要求に中国人は激怒し、中国大陸を反日感情が覆い、さらには東
南アジアの華人やアメリカの中国系移民にも広がった。日本では、中国人留学生 2,000 人






対華 21 ヶ条要求の翌大正 5(1916)年、同仁会への国庫補助を求める建議案が新たに衆議
院に提出され、2 月 8 日に委員会が開かれた。建議者は、反日感情が中国を覆った大正 4
年、北京の同仁医院が 6,973 人に上る中国人外来患者を診察したと伝えた。これは日本人



















そして大正 6（1917）年 11 月、同仁会が外務大臣に国庫補助を出願すると、翌大正 7(1918)
































ロシアから引き継いだ。しかし、租借期限は 25 年、つまり大正 12 年が満期であったので、



















しかし日中関係は悪化の一途を辿った。昭和 2（1927）年 4 月に漢口租界の保護を名目
として海軍陸戦隊が上陸すると、五・三〇事件によってイギリスに向けられていた経済ボ
イコットの矛先が日本へと向けられた。 
さらに昭和 3（1928）年に発生した済南事件で一段と日中関係は硬化した。5 月 3 日、山






ると回答した。最終的な妥結は事変勃発から数えて 11 か月後の翌年 3 月 24 日まで待たな
くてはならなかった。47   
日本軍が済南城を占領した直後の5月13日、東方文化事業総委員会委員長の柯劭忞（1850




























設けられた「万国締盟博愛恤兵会医院」であった。52 この病院は、大正 4(1915)年 9 月に
日本が第一次世界大戦に参戦して山東半島を占領すると、日本に接収された。そして「青
島守備軍民生部鉄道部済南医院」となり、青島守備隊の撤退に伴い外務省が管轄した時期





同仁会済南医院は、大正 11(1923)年当時で敷地面積 22,151 坪、本館 1,199 坪、病棟 5 棟、
その他の施設も充実する同仁会最大の病院であった。診察科目は内科、外科、小児科、産














一方、同仁会は中国人の診察も継続した。武力衝突が発生した 5 月 3 日より 6 月 30 日の
間、同仁会済南医院は、830 人の日本人を診察すると同時に、347 人の中国人並びに外国人
も受け入れたのである。56中国人患者は、済南事変前年の昭和 2（1927）年に外来患者 75,951








































況は、浸水家屋 450 万戸、倒壊家屋 1 万戸、溺死を始め、本災害で命を失った犠牲者は 1
万人以上、罹災者は、湖北省 1,500 万人、湖南省 300 万人、江西省 200 万人、安徽省 700
万人、江蘇省 700 万人である。61 
日本にも揚子江の氾濫による被害情報が刻々と入った。特に被害が甚大であった漢口で





 この未曾有の大災害が発生した昭和 6 年の中国では、激しい反日感情が横行していた。
その理由は、7 月 2 日の万宝山事件であり、さらに朝鮮で約 200 人の犠牲者を強いた華僑

































































書記 8 名を事務に充てた。67 
















8 月 31 日、同情会は東京商工会議所で常任委員会を開催し、上海並びに被害が著しい漢
口に慰問団を派遣することを決定した。慰問使は実業家であり貴族院議員の深尾隆太郎
（1877－1948 年）と船津辰一郎(1873－1947 年)が選ばれた。そして、義援金 30 万円を用
いて食料や綿毛布、薬品等の物資を送ること、および日本円 10 万円の提供を計画した。 





罹災者に対する義援金 200 万円を手交した。そして 19 日、慰問団は宋子文を訪問し、渋沢
会長からのメッセージを添えて救援物資の目録を渡した。 





























605 円、そのうちの 342,158 円が返還されたのである。 
 
4.6 人道主義と侵略の交錯 





































この同仁会の矛盾をいかに考えるべきか。昭和 12（1937）年 7 月 7 日、日中戦争が勃発
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